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(57)【要約】
　　【課題】記録ヘッドの下面を見ながらメンテナンス
作業を行うことができるようにする。
　　【解決手段】インクジェット記録装置は、記録ヘッ
ドがＹ軸レールに沿って印字領域と非印字領域に移動可
能に支持される。記録ヘッドは印字信号に対応してイン
ク滴を吐出し印字領域内の記録媒体に印字を行う。非印
字領域にはメンテナンス領域が設けられ、このメンテナ
ンス領域の底部や開閉カバーに記録ヘッドの下面を外部
の作業者が観察できるように写すミラーが配置されてい
る。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
記録ヘッドがＹ軸レールに沿って印字領域と非印字領域に移動可能に支持され該記録ヘッ
ドが印字信号に対応してインク滴を吐出し印字領域内の記録媒体に印字を行うインクジェ
ット記録装置において、前記非印字領域に前記記録ヘッドの下面を外部の作業者が観察で
きるように写すミラーを配置したことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
前記ミラーが配置された非印字領域が前記記録ヘッドを清掃するためのメンテナンス領域
であることを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
前記ミラーが、前記メンテナンス領域の前記記録ヘッドの下面の下方に位置して所定の角
度で配置されていることを特徴とする請求項２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
前記ミラーが、前記メンテナンス領域の開閉カバーに取り付けられていることを特徴とす
る請求項２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
前記ミラーが、ミラー格納場所に脱着自在に配置される構成としたことを特徴とする請求
項１乃至請求項４のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
前記ミラーが、ミラー格納場所に引き出し自在に収納された構成であることを特徴とする
請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
前記ミラーが、角度調整可能であることを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれかに
記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
前記ミラーが、室内の照明を前記記録ヘッドの下面に反射させる鏡面部分を延長して有し
ていることを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれかに記載のインクジェット記録装
置。
【請求項９】
前記非印字領域に、前記記録ヘッドの下面に光りを照射する照明器具を設けたことを特徴
とする請求項１乃至請求項８のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録装置に関し、更に特定すれば記録ヘッドのメンテナンス
機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録ヘッドで印刷する装置において、記録ヘッドのメンテナンスは非常
に重要である。自動クリーニング機構が付いたものやクリーニング機構の付かない手作業
で記録ヘッドの下面即ちノズル面を清掃するタイプのものなど多々の構造がある（例えば
特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００４－３３８２６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　インクジェット記録装置において、クリーニング機構の有無にかかわらず記録ヘッドの
メンテナンス時に、記録ヘッドの下面の状態を確認したい場合や下面を見ながらノズル面
やヘッド外周部分の掃除などの作業を行いたいという要望がある。しかし、通常のインク
ジェット記録装置では、記録ヘッドの下側を簡単に見ることはできない。クリーニング機
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構があれば、記録ヘッドの下側にほとんどスペースがないので記録ヘッドの下面を見るこ
とは無理であり、また下側にスペースがあっても通常は記録ヘッドを下から見る構造には
なっていない。
　本発明は上記問題点を解決することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するため、本発明は、記録ヘッドがＹ軸レールに沿って印字領域と非印
字領域に移動可能に支持され該記録ヘッドが印字信号に対応してインク滴を吐出し印字領
域内の記録媒体に印字を行うインクジェット記録装置において、前記非印字領域に前記記
録ヘッドの下面を外部の作業者が観察できるように写すミラーを配置したものである。
　また本発明は、前記ミラーが配置された非印字領域が前記記録ヘッドを清掃するための
メンテナンス領域であることを特徴とするものである。
　また本発明は、前記ミラーが、前記メンテナンス領域の前記記録ヘッドの下面の下方に
位置して所定の角度で配置されていることを特徴とするものである。
　また本発明は、前記ミラーが、前記メンテナンス領域の開閉カバーに取り付けられてい
ることを特徴とするものである。
　また本発明は、前記ミラーが、ミラー格納場所に脱着自在に配置される構成としたこと
を特徴とするものである。
　また本発明は、前記ミラーが、ミラー格納場所に引き出し自在に収納された構成である
ことを特徴とするものである。
　また本発明は、前記ミラーが、角度調整可能であることを特徴とするものである。
　また本発明は、前記ミラーが、室内の照明を前記記録ヘッドの下面に反射させる鏡面部
分を延長して有していることを特徴とするものである。
　また本発明は、前記非印字領域に記録ヘッドの下面に光りを照射する照明器具を設けた
ことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明は、記録ヘッドの下面を見ながら作業ができるので特に記録ヘッドのメンテナン
スにおいて非常に便利である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下に本発明の構成を添付した図面を参照して詳細に説明する。
　図１は、インクジェットプリンタの外観図を示し、印刷対象となる記録媒体が通過可能
な幅の窓２を形成するフレーム４を備えている。該フレーム４には図５に示すように、イ
ンクジェット式記録ヘッド６を紙幅方向に案内するＹ軸レール８が配設されている。
【０００７】
Ｙ軸レール８の下方には記録用紙を支持する用紙ガイド部材１０が設けられている。前記
Ｙ軸レール８は、用紙ガイド部材１０に設けられた印字領域１６の両側に設けられたメン
テナンス領域１２，１４まで延長され、前記記録ヘッド６を、印字領域１６とメンテナン
ス領域１２，１４に移動可能に支持している。
【０００８】
インクジェット記録装置の前面の操作し易い側の端部には制御パネル１８が設けられてい
る。前記Ｙ軸レール８は、通常は、開閉自在な正面カバー２０に覆われている。前記メン
テナンス領域１２，１４は、内部が開閉可能なカバー２２，２４によって覆われている。
【０００９】
一方側の非印字領域に配設されたメンテナンス領域１２は、ここに移動させた記録ヘッド
６の外周を、図７に示すように、掃除具２６によって手操作により清掃するために設けら
れている。他方側の非印字領域に配設されたメンテナンス領域１４には、クリーニングワ
イパやヘッドキャップユニットからなるヘッドクリーニング装置２８が配設され、ここに
移動させた記録ヘッド６の下面のノズル面６ａの清掃を行うように構成されている。
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【００１０】
　図１は、メンテナンス領域１２のヘッドガイド部３０に移動させた記録ヘッド６の下面
即ちノズル面６ａを、外部から観察できる構成を示している。メンテナンス領域１２の底
部には、ミラー３２が取り付けられ、該ミラー３２がメンテナンス領域１２内の記録ヘッ
ド６の下面６ａの下方に、該下面６ａに対して対向している。
【００１１】
このミラー３２に記録ヘッド６の下面６ａが写り、カバー２２を開けると、このミラー３
２に写った記録ヘッド６の下面６ａの像を作業者が楽な姿勢のままで観察できるようにな
っている。また前記ミラー３２は更に見やすくするために所定の角度を設けておいても良
い。ミラー３２の取り付け位置は、メンテナンス領域１２内の記録ヘッド６の下面６ａを
、外部から観察できる場所であればどのようなところでも良く、例えば、図２に示すよう
に、カバー２２に取り付けるようにしても良い。
【００１２】
この構成において、カバー２２を所定の位置まで開くと、ミラー３４が所定の角度で、記
録ヘッド６の下面６ａに対向している。ミラー３４には、記録ヘッド６の下面６ａが写り
、作業者は、ミラー３４に写った記録ヘッド６の下面６ａの像を楽な姿勢で観察すること
ができる。上記ミラー３２，３４は本実施形態ではステンレス鋼などを使用し、ＳＵＳ４
３０ＢＡなど鏡面として使用できる表面仕上げがされたものを用い、ミラーを構成してい
る。なお、本発明は、ミラーの材料は特に限定されるものではなく、通常のガラス、ある
いは光反射率の良い鋼など、物体を写すことができるものであればどのようなものでも良
い。
【００１３】
ミラー３２，３４は、据え置き式に限定されるものではなく、取り外し自在とし、必要に
応じて、所要の格納装着部に装着して使用する構成としても良く、また通常は、ミラー格
納部に収納された状態にあり、必要な場合に、ミラーをヘッド下面観察可能位置に引き出
して使用する構成としても良い。そのようにすればインクが落ちて汚れる場合などへの対
応が簡単になる。
【００１４】
またミラー３２，３４は、部屋の照明の明かりを記録ヘッド６の下面６ａに反射させて当
て、記録ヘッド６の下面６ａを見やすくするために、記録ヘッド６の下面６ａに光を反射
させる部分を延長して形成するようにしても良い。また図３に示すように、記録ヘッド６
の下面６ａに直接または間接的に光りを照射して、記録ヘッド６の下面６ａを明るくする
照明器具３６を、メンテナンス領域１２の適所に設ける構成としても良い。
【００１５】
また照明器具３６はカバー２２等に設ける構成としても良い。また上記実施形態において
、ミラー３２，３４の角度を調整可能としても良い。なおカバー２２に付けた場合はカバ
ーが既に開閉可能な構造であるので、カバー２２を所望の角度に保持できるような構造に
しておいても良い。
　尚、図６では、メンテナンス領域１４にヘッドクリーニング装置２８が配設されている
が、このメンテナンス領域にヘッドクリーニング領域２８を設けない構成としても良く、
その場合、メンテナンス領域１４の記録ヘッド６の下方にスペースが形成でき、このメン
テナンス領域１４に上記ミラー３２，３４を配置し、記録ヘッド６の下面６ａを外部から
観察できる構成としても良い。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態を示すインクジェット記録装置の要部の外観図である。
【図２】本発明の他の実施形態を示すインクジェット記録装置の要部の外観図である。
【図３】本発明の他の実施形態を示すインクジェット記録装置の要部の外観図である。
【図４】インクジェット記録装置の外観図である。
【図５】インクジェット記録装置の外観図である。
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【図６】インクジェット記録装置の外観図である。
【図７】記録ヘッドの外観図である。
【符号の説明】
【００１７】
２　　　窓
４　　　フレーム
６　　　記録ヘッド
８　　　Ｙ軸レール
１０　　用紙ガイド部材
１２　　メンテナンス領域
１４　　メンテナンス領域
１６　　印字領域
１８　　制御パネル
２０　　正面カバー
２２　　カバー
２４　　カバー
２６　　掃除具
２８　　ヘッドクリーニング装置
３０　　ヘッドガイド部
３２　　ミラー
３４　　ミラー
３６　　照明器具

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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